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令
和
元
年
６
月
２３
日（日）

に
七

月例会「部員交流会

ＰＡＡ」

が

行
われました。当

日
は
多
く
の
部
員
の
皆
様
に
御

参
加
いただき、

心
よ
り
御
礼
申
し

上
げます。例

年
で
あ
れ
ば
こ
の
時
期
は「

家

族例会」

の
交
流
事
業
が
恒
例
と
な

っておりましたが、

子
供
た
ち
の

成
長
に
伴
い
学
校
行
事
や
部
活
動
の

兼
ね
合
いで、

近
年
で
は
な
か
な
か

青
年
部
で
の
家
族
間
交
流
も
ス
ケ
ジ

ュール

調
整
が
難
しくなって

来
た

事
から、「こういう

時
こ
そ
部
員
た

ち
の
結
束
を
強
めていきたい」と

７月例会

◇
ＰＡＡ

を
終
えて◇

い
う
近
藤
部
長
の
思
い
を
受
け、

部

員
交
流
会
Ｐ
Ａ
Ａ
の
開
催
と
相
成

りました。
まず、

Ｐ
Ａ
Ａ
とはどういった

ものか。
正
式
名
称
は「

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

Ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｇ
ａ
ｒ
ａ

Ａ
ｄ
ｖ
ｅ

ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

２１
」

市
内
の
企
業
、
株
式
会
社
ア
グ
サ

が
主
催
す
る
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で、「

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
組
織

に
お
け
る
人
間
関
係
の
改
善
を
図

り、

参
加
者
の
言葉、行動、感情

の
コミュニケーション

能
力
を

高
め、

組
織
力
・
チーム

力
を
向
上

させる」とあります。
ま
ず
は
参
加
者
全
員
に
分
か
り

や
す
い
あ
だ
名
をつけ、

輪
になっ

て
の
名
前
を
呼
び
あ
う
キャッチ

ボール。

投
げ
る
相
手
の
名
前
を
呼

び
球
を
投
げ、

受
け
取
る
相
手
は
投

げ
た
相
手
の
名
前
を
呼
び、ありが

と
う
を
伝
える。

球
は
複
数
あ
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
を
見
な
が
ら
的
確
な
判
断

をし、

次
に
繋
げ
る
た
め
に
コミュ

ニケーション

を
取
る。

球
を
落
と

し
た
ら
や
り
直
し。

他
にも、

文
章
の
な
い
絵
柄
だ
け

の
カード

を
相
手
に
は
見
せ
ず
に

口
答
説
明
だ
け
で
順
番
を
揃
え
ス

トーリ

ー
を
完
成
さ
せ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
や、

一
つ
の
道
具
を
複
数
人
で

扱
い
な
が
ら
使
いこなしたり、

目

隠
し
し
た
仲
間
に
見
え
て
い
る
部

員
た
ち
が
状
況
を
伝
え
な
が
ら
物

を
移
動
させたりと、いずれも

頭

と
身
体
を
使
い、

各
自
が
コミュニ

ケーション

を
取
り
な
が
ら
で
な

いと、

目
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
問

題
を
解
決
で
き
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

ばかりです。
協
力
し
な
が
ら
問
題
解
決
し
て

い
く
中
で、

自
然
と
チーム

力
が
上

がっていくような

一
体
感
と
、
高

揚感、時々

モ
ヤ
っと。

簡
単
そ
う
で
な
か
な
か
難
しい。

自

然
と
熱
がこもります。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
良
い
よ
う
に
振

り
回
され、

夢
中
に
な
る
お
じ
さ
ん

達。笑
最
後
の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
の

記
録
更
新
と
高
揚
感
は
熱
い
も
の

がありまし

近
藤
部
長
の
総
括
の
一言目「

な
？

やって

良
かっただろ？」にすべて

が
集
約
さ
れ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し

た。
徐
々
に
若
い
部
員
も
増
え、

５０
周

年
に
向
け
て
部
の
結
束
を
高
め
て
い

くきっかけになる

素
晴
ら
し
い
例

会
となりました。

大
変
あ
り
が
と
う

ございました。

小
田
満
久

上
支
部
長
の
赤
坂
です。

７
月
18
日
に
上
支
部
会
を
開
催
い

たしました。
近
藤
部
長
は
じ
め
14
名
の
皆
さ
ん

に
集
まって

頂
き
皆
さ
ん
と
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ごせました。

昨
年
度
卒
業
された、

内
田
大
祐
元

部
長
と
高
橋
祐
造
さ
ん
に
も
来
て
い

ただき、ちょっとした

卒
業
式
も
で

き
、
二
人
共
喜
ん
で
も
ら
え
た
の
で
良

かったと

思
います。

ご
参
加
頂
い
た
方
々
あ
り
が
と
う

ございました。
第
２
弾
も
や
り
た
い
な(

笑)
 

赤
坂
龍
人

上
支
部
会

開
催
し
ま
し
た

結束を固めた部員たち！！ 
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も
う
１
つ
下
支
部
会
を
行
う
中

で、このような

機
会
に
自
分
が
あ

ったことのない

青
年
部
員
と
会

え
た
ら
と
思
いました。

な
か
な
か
難
し
い
の
か
も
し
れ

ませんが。
今回、相談

に
乗
って

頂
い
た
時

の
アドバイス、

当
日
の
会
話
の
中

で
の
事
な
ど
、
青
年
部
で
は
も
ち
ろ

ん、

青
年
部
以
外
で
の
部
分
で
も
、

活
か
し
て
行
け
る
よ
う
に
し
て
行

こ
う
と
思
い
ま
す
！

自
分
は
楽
しかったです！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
！

中
村

亨

当
年
度
事
業
委
員
長
ら
し
い
三
橋

で
す(

笑)

。

本
来
であれば、

事
業
委
員
長
に

な
り
本
番
当
日
ま
で
の
道
の
り
を
紆

余
曲
折
し
な
が
ら
書
き
ま
と
め
る
の

が
こ
の
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が、

今
回
は
変
わった

委
員
長

の
も
と
少
し
主
旨
を
か
え
て
話
し
た

い
と
思
います。

気
が
乗
ら
な
い
し
書
く
気
に
も
な

ら
な
い
け
ど
仕
方
な
い
か
ら
書
く
。

岡
山
行
き
の
飛
行
機
が
遅
延
し
て

る
の
が
幸
い
し
た
。

だ
か
ら
と
言
って

便
器
の
話
は
し
ま

せ
ん(

笑)
 

正
直
に
話
す
と
今
一
つ
の
壁
に
僕

は
付
き
合
ったっています。

こ
れ
を
読
ん
で
い
る
人
に
は
何
と

も
無
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
け
ど…

それは「

日本人的思想感」

で

はぁ？と

思
わ
れ
る
方
もいらっし

ゃると

思
わ
れ
ま
す
が
、
僕
にとっ

て
は
か
な
り
深
刻
な
話
な
ん
で
す
。

まぁ、そんな

話
し
を
聴
い
て
下

さい。
う
ち
の
親
戚
に
は
ア
メ
リ
カ
人
が

い
た
。

幼
稚
園
時
代
に
は
少
な
く
と
も
そ

う
思
っていた

厳
密
に
い
う
と
在
米
日
本
人
で
竹
松

生
ま
れ
の
１
０
０
％
日
本
人
の
日
系

で
あ
る
が
、
小
さ
い
時
に
は
外
国
人

に
見
え
た
。

先日、

う
ち
の
叔
母
が
テ
レ
ビ
に

出
て
い
た
が
、
そ
の
叔
母
は
昭
和
５０

年
代
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
親
戚
を

つ
て
に
ア
メ
リ
カ
留
学
し
て
い
た
。

そ
ん
な
環
境
の
中
、
育
ったので

あ
る
こ
と
を
今
考
え
る
と
普
通
の
家

庭
に
比
べ
れ
ば
、
異
国
の
モ
ノ
が
家

にあったことは

考
え
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
時
は
流
れ、なんとも

な
い
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
と

き
に
、「
ふと」

ア
メ
リ
カ
の
ホーム

ス
テ
イ
の
話
が
舞
い
込
ん
で
き
た
。

は
じ
め
は
英
語
が
話
せ
な
い
と
い

う
劣
等
感
が
あ
り
抵
抗
し
て
い
た

が
、そ

の
う
ち
に
日
本
は
ア
メ
リ
カ
と

戦
争
し
た
ん
だ
！

そ
の
戦
争
し
た
相
手
は
ど
の
よ
う
な

国
で
あ
る
の
か
み
て
み
た
い
気
持
ち

に
か
ら
れ
、
行
くことにした。

いま、

振
り
返
る
と
、
こ
の
時
に
は

日
常
会
話
程
度
は
現
地
人
と
出
来
て

い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
年
の
３
月

に
、
シンガポール

に
行
った

時
に

は、

全
くをもって

聞
き
取
る
こ
と

す
ら
出
来
なかった

。
諸
外
国
に
行

って

傷
心
し
帰
国
し
た
の
は
は
じ
め

て
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
韓
国
語
は
よ
く

耳
に
入
ってきた

(

笑)
 

さ
ら
に
時
はながれ、

興
味
本
位

で
自
動
車
の
レース

の
仕
事
に
就
い

た
。は

じ
め
は
、
日
本
の
レース

な
の

で
、
日
本
人
し
か
い
な
い
と
思
って

い
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
ルール・

参
戦

メーカー

の
変
化
に
よ
り
、
数
多
く

の
外
国
人
と
接
す
る
機
会
を
与
え
て

貰
った

。

ヨーロッパ

で
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン

ス
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
人
。

ア
ジ
ア
で
韓
国
・
台
湾
・
タ
イ
・
マ

レーシア

人
位
か
な
。

こ
の
よ
う
な
人
々
と
時
に
は
お
互

い
の
母
国
語
で
な
い
言
語
を
使
い
、
価

値
観
・
思
想
信
条
・
社
会
的
通
年
を
乗

り
越
え
、
仕
事
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

気
づいたんです。

「僕

た
ち
日
本
人
って

世
界
の
人
た

ち
と
違
う」って

事
を
。

事
業
委
員
長

三
橋

裕
貴

９
月
９
日月曜日、小田原

に
て

下
支
部
会
を
行
わ
せ
て
頂
き
ま
し

た。
場
所
や
日
時
を
決
め
る
に
あ
た

り、

部
長
をはじめ、

沢
山
の
方
に
ア

ド
バ
イ
ス
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ました。
今
ま
で
こ
の
よ
う
な
会
の
予
約
な

ど
を
全
く
と
言
って

良
いほどやっ

た
事
がなく、

色
々
話
を
聞
い
て
い

る
と
皆
さ
ん
パッ

と
答
え
て
く
れ
る

ので「

大
人
だなぁ」と

思
い、

自
分

は
な
ん
だ
か
情
けないなーと

感
じ

ました。

５０
周
年
事
業

北
足
柄
小
学
校

上海焼きそば美味しかったですね！ 
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今回、私達

は
約
５
時
間
の
バ
ス

移
動
に
て
岐
阜
へ
お
伺
い
さ
せ
て
頂

きました。
研
修
の
目
的
は、

来
年
春
に
完
成

する「

道
の
駅」

を
商
工
会
青
年
部

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
携
わ

り、

協
力
依
頼
が
来
て
イ
ベ
ン
ト
等

を
開
催
し
た
り
す
る
際
の
参
考
に
な

れ
ば
と
思
い、

地
域
性
に
近
い
土
地

を
探
し、

今
回
の
行
き
先
に
な
り
ま

した。
初
日
の
昼
食
に
愛
知
県
で
途
中
下

車
をし、

名
物
の
櫃
ま
ぶ
し
を
堪
能

し
て
目
的
地
へ
と
向
かいます。

視
察
は
２
日
目
の
予
定
で
し
た
か

ら、

長
良
川
の
鵜
飼
い
ミュージア

ム
を
訪
問
し、

伝
統
文
化
を
観
光
へ

と
結
び
つ
け
て
集
客
を
し
て
い
く
取

り
組
み
を
教
わりました。

本
当
は

そ
の
後、鵜飼

い
を
見
る
為
に
船
に

乗
る
予
定
でしたが、

繁
忙
期
に
よ

り
満
船
とのことで、

叶
わず。

そ
の
後、宿

に
向
か
い
一
休
み
し

て、

岐
阜
の
町
に
て
親
睦
会
を
開

催
し、そこで

郷
土
料
理
を
頂
き

ました。いち

珍
味
だった

のが、

漬
物
ステーキ

な
る
漬
物
を

卵
と
絡
め
て
鉄
板
で
暖
め
ら
れ
た
物

で
、
こ
ち
ら
で
は
目
に
す
る
事
は
無

く
新
鮮
さがありました。その

他

の
料
理
は
飛
騨
牛
や
鮎
といった

地

産
の
料
理
が
提
供
され、

皆
で
楽
し

く
頂
きました。

２
日
目
の
朝
を
迎
え、

寝
坊
す
る

者
も
無
く
定
刻
で
宿
を
出
発
し、ま

ず
は
織
田
信
長
に
挨
拶
を
兼
ね
、
岐

阜
城
へ
と
向
かいます。

そ
の
日
は
信
長
公
祭
が
開
催
さ
れ

る
日
であるらしく、

道
中
準
備
を

し
て
い
る
姿
や
フリーマーケット

を
開
い
て
い
る
の
が
確
認
で
き
ま
し

た。

岐
阜
城
は
小
山
の
山
頂
に
築
城

されており、

目
指
す
に
は
登
山
コ

ース

と
ロープウェイ

があり、

迷

わ
ず
後
者
を
選
択
し
、
天
守
閣
か
ら

の
景
色
を
堪
能
しながら、どこか

松
田
山
か
ら
見
る
景
色
を
思
わ
せ
ま

した。
城
を
出
発
し、

目
的
の
道
の
駅「

パ

レットピア

おおの」に

到着。

敷
地
は
広
く
建
物
も
大
き
い
造
り

で
、
正
直
参
考
に
は
な
ら
な
い
と
思

い
ましたが、

要
所
で
見
れ
ば
青
果

コ
ーナー

と
お
土
産
コーナー

の
配

９
月
例
会

視
察
研
修

置
や
フードコート

等
の
作
り
方、

地
域
の
人
がちょっと

寄
って

行
こ

う
か
な
と
い
う
感
じでした。

こ
れ
か
ら
出
来
る
道
の
駅
は、

今

回
の
４
分
の
１
位
の
規
模
で
今
更
感

はあるが、

出
来
る
以
上
は
何
か
し

ら
で
協
力
出
来
れ
ば
良
い
か
な

と
・
・
・

今
回
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

は
感
謝
致
します。

何
処
に
行
く

誰
と
行
く
か
、
が
実
感
出
来
た
楽

し
い
研
修
で
し
た
。

研
修
委
員
長

島
川
謙
一

南
足
柄
市
商
工
会
青
年
部
50
周

年
事
業
委
員
長
の
永
田
です。

今
年
は、

青
年
部
創
立
50
周
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
、
昨
年
か
ら
周

年
事
業
を
ど
の
様
な
形
で
行
う
か

を
幾
度
と
な
い
議
論
の
末、事業

と

し
て
は
、
我
が
南
足
柄
市
の
財
政
が

厳
し
く
、
小
学
校
１
校
が
運
営
し
て

い
く
維
持
管
理
費
が
年
間
１
０
０

万
円
しかない。そんな

話
を
耳
に

し
市
内
に
あ
る
小
学
校
６
校
で
、
未

来
の
担
い
手
で
あ
る
子
供
達
の
為

に
何
か
出
来
る
こ
と
が
な
い
か
、
と

い
う
事
で
方
向
性
が
定
ま
り
ま
し

た。
結果、教育委員会

さ
ん
に
ご
協

力
いただき、

樹
木
の
整
備
、
遊具、

器
具
の
老
朽
化
等々、

多
数
の
要
望

を
い
た
だ
き
、
最
も
重
要
な
か
つ
、

青
年
部
の
部
員
の
商売、特色

を
活

か
し
て
出
来
る
作
業
は
何
か
と
い
う

観
点
か
ら
、
樹
木
の
整備、遊具

の
塗

装、通路

の
補
修
、
タ
イ
ヤ
飛
び
の
タ

イ
ヤ
の
交
換
を
す
る
事
と
な
り
ま
し

た。
経
緯
は
こ
ん
な
感
じ。

で、

実
際
事
業
を
始
め
て
み
る
と
、

まぁ

大
変
な
事
！

全
７
回
の
事
業
、
６
月
か
ら
始
ま
り

最
終
は
11
月
10
日。

今
日
は
、
10
月
31
日
な
の
で
、
ラ
ス

ト
１
回
を
残
す
所
ま
で
来
ました。

危
険
な
作
業
が
伴
うので、

怪
我

や
事
故
が
一
番
心
配
でしたが、

今

の
と
こ
ろ
は
部
長
が
ハ
チ
に
刺
さ
れ

た
ぐ
ら
い
で
〝
毛
が〟

な
く
済
ん
で

いる。
今
回
の
こ
の
事
業
で
一
番
思
う
事

は、

普段、工事

と
し
て
こ
の
様
な
こ

とをやっていて

、
一
般
的
に
は
５

０
万
か
ら
１
０
０
万
円
ぐ
ら
い
の
工

事
に
な
る
こ
の
作
業
で、

人
数
が
い

な
い
と
や
り
遂
げ
ら
れ
な
い
の
が
事

実
で、

毎回、参加人数

が
問
題
な
る

の
で
す
が
、
お
願
いすると、みんな

時
間
を
調
整
し
て
来
て
く
れ
る
事
に

と
て
も
感
謝
しています。

１
人
では、できない

事
な
の
で
、
本

当
に
み
ん
な
の
協
力
な
し
で
は
出
来

な
い
こ
の
事
業
。

今
日
は、

南
足
柄
小
学
校
に
行
っ

てきました。
第
一
回
の
タ
イ
ヤ
飛
び
と
タ
イ
ヤ

の
モニュメント

の
修
繕
作
業
を
し

た
事
に
、
教
頭
先
生
が
「
と
て
も
子
供

達
が
喜
んでるよ。

本
当
に
あ
り
が

とう。

学
校
の
新
聞
にもちゃんと

載
せ
た
ん
だ
よ
」
って

言
っていた

だけました。
他
の
学
校
からも、みな

感
謝
の

便
り
を
頂
いてます。

大
変
だけど、みんなと

出
来
て

本
当
に
良
かった。

逃
げ
出
し
た
り

手
を
抜
い
た
り
し
た
い
と
思
う
事
は

多
々
ありましたが、そんな

時
必

ず
誰
か
が
支
えてくれる。

ありがたいです。
青
年
部
五
〇
周
年
絶
対
に
成
功
さ

せ
よ
う
。と、

思
いました。

みんなありがとう50
周
年
事
業
委
員
長

永
田
準
一
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青
年
部
に
入
部
し
て
○
○
年、

は

じ
め
て
編
集
後
記
の
依
頼
を
受
け
ま

し
た
が
何
を
書
こ
う
？

そ
も
そ
も
編
集
後
記

って

必

要
？
？
？
必
要
無
い
と
は
思
い
つ

つ
・
・
・

近
年
自
然
災
害
の
猛
威
が
全
国
各

地
に
甚
大
の
被
害
を
出
し
て
お
り
ま

す。

我
が
南
足
柄
市
は
死
傷
者
が
多

数
出
る
よ
う
な
被
害
を
受
け
て
お
り

ま
せ
ん
が
今
後
の
為
に
他
県
の
被
害

状
況
を
教
訓
に
災
害
に
備
え
て
の
準

備
等
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
無
いでしょうか。

そ
こ
で
青
年
部
員
が
力
を
合
わ

編

集

後

記

せ
て
何
が
出
来
る
の
か
？
で
は
無
く

ま
ず
は
自
分
・
家
族
の
身
を
守
る
事

が
一
番
！
む
や
み
に
氾
濫
し
そ
う
な

河
川
を
見
に
行
ったり

台
風
の
強
風

雨
の
時
に
屋
根
等
に
上
った

り
す
る

の
は
自
殺
行
為
です。

ひ
と
ま
ず
落
ち
着
い
て
か
ら
地
域

に
目
を
向
け、

青
年
部
と
し
て
何
か

地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
事
が
出

来
た
ら
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
い
ま

す。【もう

私

は

い

ま

せ

ん

が！！！】
も
う
青
年
部
活
動
に
携
わ
れ
な
く

なりますが、

部
員
の
皆
様
の
御
活

躍
を
期
待
し、

陰
な
が
ら
見
守
ら
せ

て
頂
きます。

長
い
間
有
り
難
う
御

座
いました。南

足
柄
市
商
工
会
青
年
部
に
幸
あ

れ
！
！
！

佐
藤

厚

【主な活動】 
◆後継者育成事業（研修会・講習会等の開催） 
◆地域貢献事業（地域イベントへ等への参画） 
◆交流・親睦事業（様々な交流・親睦活動） 
◆ボランティア事業（地域の清掃活動等） 
◆青年部ＰＲ事業（自主編集による広報誌発行） 
【青年部の入部条件は？】 
南足柄市商工会の会員である商工業者（法人にあっ
ては、その役員）。または、その親族の方であり、か
つ、その会員の営む事業に従事する方で、満年齢45
歳以下の方であれば入部できます。 

【お問い合わせ】 
南足柄市商工会青年部事務局 
電話：０４６５－７４－１３４６ 
URL：http://kintarou-minamiashigara. 

jimdo.com 

こんにちは。

南
足
柄
市
商
工
会

青
年
部
の
元事務局、香川

です。

今
回
は
総
務
委
員
長
の
関
田
さ
ん
に

ご
指
名
いただき、ここを

去
る
に

あたってひとつ

記
事
を
担
当
す
る

こととなりました。

少
し
の
間
お

付
き
合
い
お
願
いいたします。

思
い
起
こせば、

私
が
青
年
部
の

担
当
を
拝
命
し
た
の
が
約
２
年
前
で

した。
たったの２

年
ぽっちでしたが

色
々
ありました。それをこの

場

に
色
々
書
こ
う
か
と
思
ったのです

が、

怒
涛
過
ぎ
て
も
う
思
い
出
し
た

くありません。なのでここには 書
き
ま
せ
ん
！

ただ、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
様
々
な

事
業
をこなしていくうち、

息
を

す
る
よ
う
に
下
ネ
タ
を
連
発
す
る

方、

キ
レ
る
方、飛行機

で
移
動
す

る
こ
と
が
趣
味
な
方
など、

ア
ク
が

強
い
な
が
ら
も
一
人
一
人
の
魅
力
的

な
部
分
が
見
えてきて、

次
第
に
皆

さ
ん
と
仲
良
く
な
れ
る
の
は
楽
し

い
部
分
でありま

私
の
後
任
は
奥
津
さ
ん
に
な
り
ま

したが、

彼
女
は
私
よ
り
勘
が
良
い

です。すぐに

難
な
く
こ
な
せ
て
し

まうことでしょう。
ですが、やっぱり

女
性
な

夜
の
会
議
に
つ
い
て
等、少

し
考
慮

し
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で

す。
短
い
間
でしたが、

皆
さ
ん
と
一

緒
に
南
足
柄
市
商
工
会
青
年
部
の
運

営
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か

ったです。また、

私
自
身
も
成
長

することができました。

部
員
の

皆様、各事業

で
お
世
話
になった

方々、

サポート

し
て
く
れ
た
事
務

局
の
皆
様
も、

今
ま
で
あ
り
が
と
う

ございました。
青
年
部
元
事
務
局

辻
み
ゆ
き

今後の活動予定 
◇月例会 経営セミナー開催 
 日時：令和２年１月 14日（火）午後７時～
 場所：南足柄市商工会館 
◇新年例会 
 日時：令和 2年 1月 25 日（土）26 日（日） 

午後７時開会 
場所：山北方面予定 

地域別最低賃金 

令和元年 10 月 1 日から

神奈川県の地域最低賃金は、時間額

１，０１１円 
となりました。これは、県内で働く常

用･臨時･アルバイトなど全ての労働者

に適用されます。 


